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　 授業研究全般  































































































　 研究授業  
 Ｑ10 　授業の公開に同意してくれる教師がいません。学生による教育実習での授業を使って授業
研究をしたいのですが。
 Ａ10 　教育実習の授業を使って授業研究をしても効果はあります。授業の公開に同意する教師が
いなければ，まずは教育実習の授業を使うということも一つの方法です。教育実習の授業
研究に参加することを通して，授業研究に慣れ親しんでいくことにより，徐々に，お互い
に自分の授業を題材にして授業研究することに抵抗感がなくなって，授業の公開がスムー
ズに行くようになることを期待したいです。
 Q11 　事前に授業プランを観察者全員に配布しなければいけませんか。手間暇がかかるので省略
したいです。
 A11 　授業観察は，授業プランを知って観察するのと知らずに観察するのでは，観察する授業に
対する理解に大きな差が出ます。観察者が予め授業プランを知っていれば，一つ一つの活
動の意図や意味がよくわかりますし，授業全体の構造などもよくわかります。観察者全員
に授業プランを配布することは，その授業観察の意義を高めるためにとても有効なので，
是非実施したいことです。しかし，授業を受ける子ども・学生は授業プランを持たずに授
業を受けています。やむを得ず授業プランを配布できないときには，観察は，授業を受け
ている子ども・学生の目線で行うと決めて実施するということも可能です。
　 事後協議会 
 Q12 　授業のすぐ後で事後協議会をしなければいけませんか。
 A12 　すぐ後でも，時間をおいてからでもよいです。事後協議会には，授業評価・検討のための
資料が必要です。それらの準備のために時間が必要なときは，ある程度時間をおいた方が
よいでしょう。できるだけ，その日のうちに行うのがよいです。
 Q13 　そもそも事後協議会をしなければならないのでしょうか。事後協議会をするとどのような
効果があるのでしょうか。
 A13 　事後協議会の役割は，共有－省察－改善にあります。事後協議会で研究授業のねらい，実際，
優れた点，課題を教師同士が共有することにより，教師同士の省察が効果的に進められ，
質の高い改善ができます。
 Q14 　事後協議会と授業の評価は違うのでしょうか。なぜ授業者を評価してはいけないのでしょ
うか。
 A14 　事後協議会では，研究授業で提案された内容について検討します。授業者の提案に敬意を
表し，まず提案の趣旨を理解するように努めましょう。提案の趣旨には，教材研究，授業
の課題，改善への方向性などが含まれています。それらを事後協議会で共有することで，
授業者以外の教師も，授業者が行ったことを追体験でき，授業改善力を向上させることに
つながります。授業者を評価していては，授業者以外の教師の授業力の向上につながりま
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５．よくある Q&A
せん。大切なことは，授業の評価を通して授業改善をすることです。事後協議会では，授
業者への評価ではなく，提案への評価を行います。
 Q15 　撮影したビデオはどのように活用できますか。
 A15 　事後協議会で使う場合は，検討する内容や場面の確認に使うとよいでしょう。発問はどう
だったか，学生はどう応えたか，確認しましょう。授業者個人が使う場合は，自分のイメー
ジとずれがないか，授業プラン通り進められたか確認し，次回の授業に反省点を活かすよ
うにしましょう。
 Q16 　研究授業の後日に事後協議会をしてはいけないでしょうか。その際に撮影したビデオがな
ければならないでしょうか。
 A16 　どうしても後日に事後協議会をする場合は，研究授業の再現と共有を図る必要があります。
ビデオがあればやりやすいです。ない場合は，授業観察記録を速記でとり，コピーを配布
して再現しましょう。板書の写真も再現に役立ちます。
　 省察（個人と集団） 
 Q17 　実践の振り返りとは，具体的にどうしたらいいのか分かりません。
 A17 　実践の振り返りとは，自分が日常的に行っている授業実践を，客観的に見つめ，改善のた
めの示唆を得ることです。自分で自分の授業を振り返るのは難しいことです。簡単な方法
から始めましょう。それは，他の教師に自分の授業を見てもらって，評価してもらうこと
です。複数の教師とグループを作って，お互いに授業を見せ合うようにするとよいでしょ
う。自分では気づかなかったよい点や課題が見つかり，振り返りの視点を身につけていく
ことができます。
 Q18 　振り返りたくとも時間がないんです。
 A18 　時間があったら振り返りをしようと思っていても，なかなか時間はとれません。あらかじ
め授業を公開する日を決めておき，その日に複数の教師に授業を見てもらうようにしま
しょう。事後協議会を行う時間がないときは，その場で複数の教師から評価してもらい，
自分のコメントや感想を伝え，授業改善の視点を交流するようにしましょう。少しずつ積
み上げていくことで，自分で自分の授業を振り返る力がついていきます。
　 授業研究を拡げる 
 Q19 　所属先（本務校や学部など）は何も支援してくれません。せめて場所の提供やコピー代，
報告書作成費は補助してほしいです。
 A19 　成果が出るまでには時間がかかります。粘り強く熱心に授業研究に取り組むことで，教師
のモラールや学生の資質能力が向上すれば，支援も得られやすくなるでしょう。授業研究
の輪を広げて，少しずつ理解や支援が得られるように働きかけていきましょう。
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